
 

 

 

南幌町移住体験住宅建設に係る設計業務 

公募型プロポーザル実施要領 
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公告日：令和４年５月９日 

 

１ 事業目的 

本事業は、「南幌町第６期総合計画」及び「南幌町まち・ひと・しごと創生戦略」

における若い世代・子育て世代の定住及び移住を促進するため、一定期間、本町で

の暮らしを体験できる南幌町移住体験住宅（以下「移住体験住宅」という。）を整備

し、若い世代等の定住及び町外から居住者を誘導することを目的する。 

また、本事業の実施にあたり、次の事項に配慮し実施するものとする。 

（１）本事業の実施にあたっては、民間との連携により技術的能力を活用した効率的か

つ効果的な設計、工事監理を行うことにより、本町に住むことへの魅力を感じるこ

とができる良質な住宅の整備を図ることとする。 

（２）本事業の実施計画地は、「みどり野きた住まいるヴィレッジ」宅地分譲、住宅建設・

展示事業実施要綱（令和４年４月１日施行）に基づく「みどり野きた住まいるヴィ

レッジ」エリアが含まれているため、住宅の整備にあたっては、周辺環境と調和し

た整備を図るものとする。 

 

２ 事業の概要 

（１）業 務 名 

 南幌町移住体験住宅建築設計業務 

（２）設計件数 

 ２件（ただし、平面図・立面図等デザインは同一案とする。） 

（３）設計場所 

 ①南幌町美園４丁目 158－ 82番地  

  ②南幌町東町２丁目 124－612番地 

   ■場所の概要 

    ア 土地所有者：北海道住宅供給公社 

イ 都市計画 ：非線引き都市計画区域 

ウ 用途地域 ：第１種低層住居専用地域 

エ 建ぺい率 ：40％ 

オ 容 積 率 ：60％ 

   ※土地所有者である北海道住宅供給公社と南幌町において、令和４年４月２８日

付けで、南幌町住体験住宅建設事業実施に係る宅地賃貸契約を締結済み。 

（４）業務内容 

①「１事業目的」を参考に、町外からの移住を促進し、南幌町における暮らしを体験

できる移住体験住宅のテーマ・コンセプト等の企画立案。 

②移住体験住宅の基本設計及び実施設計業務、工事監理業務 

ア 企画提案したテーマ・コンセプトを基に、まちづくり課との協議を踏まえ、 

施工に係る基本設計及び実施設計、工事監理。 

イ 建築確認等の申請書類の作成及び手続き。 

 



（５）上限額 

・（４）業務内容における参考基準価格（提案上限額）は、4,147,000円（消費税及 

び地方消費税含む）とする。 

・移住住宅建築工事における参考基準価格（提案上限額）は、２棟合計 44,000,000 

円（消費税及び地方消費税含む）とする。 

（６）建物設計条件 

建設物件は、建築基準法、消防法の住宅関係法令並びに南幌町移住体験住宅建設 

事業に係る要求水準書を全て満たす建物設計であること。 

（７）業務期間 

①基本・実施設計業務：契約締結日から令和４年８月末日まで 

②工 事 監 理 業 務：令和４年９月から令和５年２月末日まで 

 

３ 参加応募資格要件等 

応募者は、次の資格要件を満たすものとする 

（１）北海道内に本店を有していること。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しな 

いこと。 

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続及び民事再生法（平 

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 

（４）募集要項等の公表日から優先交渉権者選定・公表日までの間に、南幌町競争入札 

参加資格申請の手引きに基づく指名停止の措置を受けていないこと。 

（５）国、北海道、町に収めるべき税金等を滞納している者でないこと。 

（６）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２ 

条第２号に規定する暴力団でないこと、または当該暴力団若しくはその構成員（構 

成員でなくなった日から５年を経過していない者を含む。）と関係を有していない 

こと。 

（７）提案書の提出期限までに、令和３・４年度南幌町競争入札参加資格者名簿に登録

があること。 

※南幌町競争入札参加資格者の登録は随時受付可能 

 

４ 提出書類 

（１）参加申込書（様式１） 

（２）誓約書（様式２） 

（３）事業者の業務実績（様式３） 

（４）企画提案書（「６企画提案書の作成」を参照願います。） 

（５）参考見積書（様式５） 

 

５ 提出部数 

正本１部、副本１０部を提出すること。 

 



６ 企画提案書の作成 

本プロポーザルは、若い世代・子育て世代の定住及び移住を促進する魅力ある移

住体験住宅建設事業を具現化できる能力を持つ事業者を選定するため、本要領並び

に要求水準書の記載内容を踏まえ、住宅の平面図、立面図等デザインとコスト低減

等を提案して下さい。 

なお、提出された書類は返却しないものとする。 

（１）企画提案書（表紙／様式４） 

代表事業者の代表印を押印すること（正本のみ。副本はコピー可） 

（２）企画提案書（任意様式） 

・提案書はＡ３横（片面、カラー印刷可）で３枚以内とし、住宅の建設、隣接地の 

利活用、周辺環境と調和した企画を提案して頂き、趣旨などを簡潔に分かりやす

く記載すること。 

・住宅建設予定地は、別紙１位置図及び別紙２区画図の場所とし、コスト低減の観 

点から同一デザインの住宅とする。 

 

７ 企画提案評価の実施 

本事業は、本町の課題である「人口減少・人口構造対策」の一環として、若い世代

や子育て世代を含む幅広い世代の定住及び移住を促進するため、本町に住むことへ

の魅力（なんぽろならではの暮らし）を感じることができるよう、住みやすさ、デザ

イン性を含めた移住体験住宅の整備を行うこと目的に本プロポーザルにより企画提

案評価を実施する。 

 （１）企画提案に求める留意事項 

・本業務を円滑に実施していくための業務実施体制（担当する技術者、経験、資格）

を企画提案に記述すること。 

 

・設計場所①南幌町美園４丁目 158－82番地については、「みどり野きた住まいるヴ

ィレッジ」エリア内であるため、移住体験住宅の整備にあたっては、きた住まい

るヴィレッジにおけるデザインルールに基づき、費用をかけないような周辺住民

とのコミュニティやボランティア活動の場など、豊かな暮らしを実現できるよう

隣接地の利活用を含めた企画提案を求めるものとする。 

【設計場所①隣接地の概要】 

南幌町美園４丁目 158-81 宅地 330.80㎡（100.97坪） 

南幌町美園４丁目 158-91 宅地 319.25㎡（ 96.57坪） 

 

・設計場所②南幌町東町２丁目 124－612 番地については、「みどり野きた住まいる

ヴィレッジ」エリア外であるが、移住体験住宅の整備にあたっては、周辺環境と

調和した企画提案を求めることとする。 

 

８ 提出期限 

令和４年６月１０日（金）午後５時まで（郵送による提出の場合は、当日必着） 



※提出期限後における申請書又は添付書類の変更及び追加はできない。 

 

９ 提出場所 

「16提出・問い合わせ先」に記載のとおり 

 

10 質問事項の受付 

本実施要領等に関し不明な点がある場合は、「質問書（様式６）」を提出すること。 

（１）提出期限：令和４年５月２０日（金）までとし、受付時間は、午前８時３０分か 

ら午後５時までとする。 

（２）提出方法：質問書（様式６）に記入の上、郵便（当日消印有効）若しくは電子メ

ール又はＦＡＸで提出して下さい。 

電話、来庁等による個別質問は受け付けません。 

（３）回答方法：質問事項を取りまとめのうえ、令和４年５月２４日（火）までに、 

南幌町ホームページに掲載することで回答とし、個別に回答しないも 

のとする。なお、回答における再質問は受け付けません。 

（４）送 信 先：「16提出・問い合わせ先」に記載のとおり 

 

11 企画提案書の説明 

（１）企画提案された内容について、本町が設置する南幌町住体験住宅建設設計業務受

託者選定委員会（以下「選定委員会」という。）において、参加者による１５分程度

のプレゼンテーションを行う。その際に質疑応答も実施する。 

（２）プレゼンテーションの開始時間は、受付終了後に参加申込書に記載されたメール 

アドレスに電子メールで通知する。 

（３）プレゼンテーション会場への出席者は、３名以内とする。 

 

12 契約候補者の選定 

（１）選定方法 

契約候補者の選定については、選定委員会のプレゼンテーションで、評価項目に 

基づき審査、また評価基準に基づき総合的に評価して順位付けを行い、１位と採点

した委員の人数が最も多い参加者を候補者に決定する。 

１位と採点した同一の場合は、評価点の合計が最も高い参加者を契約候補 

者に決定する。 

全てにおいて同一となる場合は、委員会の協議により契約候補者を決定する。 

 次点者ついても、同様の方法で決定する。 

（２）審査結果の通知 

審査結果は、書面及び電子メールで令和４年６月下旬に通知する。 

 

13 契約の締結 

「11契約候補者の選定」により本業務委託の候補者として選定された事業者との契 

約交渉を行うものとする。 



なお、辞退その他の理由（地方自治法施行令第１６７条の４に規定する者に該当す 

ることとなった場合又は南幌町から業務委託契約に係る指名停止を受けることとなっ

た場合等）で契約できない場合は、次点の者と契約の交渉を行う。 

 

14 選定・契約スケジュール 

（１）公 募 開 始  令和４年５月 ９日（月） 

（２）質 問 書 の 受 付 期 間  令和４年５月１３日（金）～２０日（金） 

（３）質問内容及び回答事項の通知  令和４年５月２４日（火） 

（４）提出意向確認書の提出期限  令和４年５月３１日（火） 

（５）提 案 書 の 提 出 期 限  令和４年６月１０日（金） 

（６）プ ロ ポ ー ザ ル 審 査 会  令和４年６月下旬 

（７）候 補 者 選 定 審 査  令和４年６月下旬 

（８）候 補 者 選 定 結 果 通 知  令和４年６月下旬 

（９）契 約 締 結  令和４年６月下旬 

 

15 失格条項等 

次の各号のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）提出方法、提出先、提出期限に適合しない場合 

（２）資格要件を満たさない者が書類を提出した場合 

（３）提出書類が要領に示された条件に適合しない場合 

（４）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（５）その他、町長が社会通念に照らし失格に当たる事由があると認める場合 

 

16 その他留意事項 

（１）参加申込書の提出以降に辞退する場合は、辞退届（Ａ４判任意様式）を提出 

すること。 

（２）本プロポーザルに参加する費用は、すべての参加者の負担とする。 

（３）提出書類は返却しない。 

（４）現地説明会は開催しない。 

なお、独自に現地調査を行う場合は、現地視察前までに事務局に日時をＦＡＸ（任

意様式）で通知し、近隣住民及び施設等に迷惑がかからないよう十分配慮し調査す

ること。 

※敷地内に入らない現地調査（道路及び施設駐車場からの調査）については、ＦＡ

Ｘ等不要。 

（５）企画提案書等は、事業者選定に伴う作業等に必要な範囲において複製を作成する

ことがある。 

（６）提出された企画提案書等の著作権は、南幌町に帰属するものとする。 

（７）本プロポーザルに係る情報公開請求があった場合は、南幌町情報公開条例（平成

12年条例第 33号）に基づき、提出書類を公開する場合がある。 

（８）提出書類に虚偽の記載をし、プロポーザルが無効とされた場合、その者に対し指



名停止措置を行うことがある。 

 

17 提出・問い合わせ先 

〒０６９－０２９２ 北海道空知郡南幌町栄町３丁目２番１号 

南幌町役場 まちづくり課 地域振興グループ（池畑・北嶋） 

電 話：０１１－３９８－７０２１（直通） 

ＦＡＸ：０１１－３７８－２１３１ 

メール：g-tiiki@town.nanporo.hokkaido.jp 

※なお、ＦＡＸ及びメール時での質問における題名は「（質問）移住体験住宅建設 

設計業務について」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

南幌町移住体験住宅建設に係る設計業務 プロポーザル評価基準 

 

【評価項目】 

 

No 項目 評価事項 

１ 業務実績 
・本業務を実施するにあたり、本業務と同様若しくは類似した

実績を有しているか。 

２ 基本方針 

・南幌町の現状や本業務の目的等を理解した適切な提案となっ

ているか。 

・本業務の実施における基本的な方針が明確に示されている

か。 

３ 
デザインイメー

ジ 

・住宅のデザインやコスト低減について、住みやすさを含め魅

力的な提案となっているかどうか。 

４ 

隣接地の利活用

や周辺環境との

調和 

・隣接地の利活用や周辺環境との調和を含む実現性が高く妥当

な提案として具体的に示された提案となっているかどうか。 

５ 参考見積書 

・上限額を超えないか。 

・提案内容に対し、根拠のある適正な見積価格が提案されてい

るか。 


